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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■

「十
年
ひ
と
昔
」
と
は

「
十
年
ひ
と
昔
」
と
よ
く
言
う
。
こ
の

時
代
感
覚
は
今

で
は
通
用
し
な

い
。
世

の
移
り
変
わ
り
が
激

し
す
ぎ

る
か
ら

だ
。
２
０
１
９
年
の
あ
る
調
査
で
は
、
３２

６
％
の
人
々
が

「
五
年
ひ
と
昔
」
と
答
え

て
い
る
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
覚
は
凄
い
。

世
相
の
激
動
に
半
年
前
が
私
に
は
遠
い
昔

に
感
ず
る
の
だ
が
…
。
問
題
は
、
我
々
が

こ
の
感
覚
に
如
何
に
同
化

。
同
調
で
き
る

か
だ
。
少
し
前
、
電
車

の
中
で
ス
マ
ホ
と

晩
め

っ
こ
し
て
い
る
光
景
が
奇
異
に
感
じ

ら
れ
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
自
分
も

ス
マ

ホ
と
戯
れ
て
い
る
。
魔
訂
不
思
議
な
感
覚

で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
変
化
と
情
報
化

の
中

で

我
々
も
追

い
つ
け
追

い
越
せ
と
組
織

の
機

能
化
を
急

い
だ
。
幾

つ
も

の
Ｚ
０
０
Ｍ
会

議
が
物
語
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、

豊
か
な
日
常
を
取
り
戻
す
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
。
焦
る
こ
と
も
な
か
ろ
う

が
、
十
年

一
日
で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。

■
変
革
を
求
め
た

「答
申
」

８
年
前
に
な
る
。
平
成
２７
年
９
月

「業

務
改
善
基
金
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。
会

則
を
含
む
業
務
の
改
善
や
会
員
減
少
に
伴

う
支
部
組
織
の
在
り
方
、
基
金
と
今
後
の

用
途
と
そ
の
他
、
緊
急
を
要
す
る
事
項
の

４
項
目
を
諮
問
し
た
。
変
革
と
奮
闘
努
力

を
求
め
た
先
見
性
あ
る

「答
申
」
を
受
け

て
、
平
成
３０
年
に

「会
則
の
全
面
改
正
」

を
断
行
し
た
。
延
べ
１８
回
の
委
員
会
と
そ

の
後

の
３２
回
に
及
ぶ

「
作
業
部
会
」
で

の
真
剣
な
議
論
が
懐
か
し
い
。
〈本
年
は
、

本
会
が
７０
年
目
に
向
け
た
事
業
を
具
体
化

す
る
年
で
あ
る
。
特
に
、会
員
数
に
見
合

っ

た
事
業
組
織
や
内
容
等
を
検
証
し
、
改
善

を
図
る
〉
と
答
申
は
先
を
読
む
。
今
、
時

間
が
過
ぎ
る
と
共
に
、
「会
則
の
重
み
」

の
薄
ら
ぐ
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
「
答

申
」
を
根
拠
と
し
た

「会
則
」
を
盤
石
に
、

い
つ
ま
で
も
後
輩
の
求
め
る
存
在
感
あ
る

組
織
で
あ
り
た
い
。

■

「協
賛
金
計
画
」
に
期
待

今
や
本
会
の
財
政
の
健
全
化
、
安
定
化
、

継
続
化
は
急
務
で
あ
る
。
本
部
は
組
織
の

持
続
的
財
源
づ
く
り
に
と
、
７０
周
年
記
念

式
典
を
キ
ツ
カ
ケ
に

「協
賛
金
計
画
」
を

提
案
し
た
。
周
到
な
準
備
の
下
、
今
、
〈小

さ
な
組
織
の
大
き
な
善
意
〉
と
い
う
新
た

な
価
値
観

（文
化
）
が
組
織
内
に
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
関
係
団
体
は
も
と
よ

り
、
会
員
を
も
視
野
に
内
外
の
賛
同
者
に

働
き
か
け
、
大
胆
に
し
て
画
期
的
な
動
き

を
始
め
て
い
る
。
劇
的
な
変
化
は
求
め
な

い
も
の
の
、
こ
の
提
案
は
１０
年
こ
の
方
、

看
過
で
き
な
い
会
員
の
減
少
傾
向
に
対
し
、

鋭
く
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
、
希
望
を
未
来
に

託
す
新
た
な
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

心
が

一
つ
に
な
れ
ば
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

必
ず
や
我
々
の
財
政
立
て
直
し
と
未
来
に

繋
ぐ
記
念
式
典
の
成
功

へ
と
導
く
。
〈歳

月
人
を
待
た
ず
）
と
い
う
。
内
実
、
夢
物

語
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
自
問
し
つ
つ
、

身
命
を
賭
し
て
、
関
係
団
体
や
会
員
の
皆

様
の
理
解
と
共
感
を
心
か
ら
求
め
た
い
。

も
う
す
ぐ
、
東
風
が
春
を
呼
ぶ
。
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主な記事

Pl 巻頭言 会長挨拶
P2 第五十一回関東甲信越地区退職校長
会連絡協議会埼玉大会
P3 第二国会員研修会報告
P4 秋の叙勲受章会員、高齢者叙勲受章
会員

P5 支部だより
P6 新入会員の声
P7 コラム 創立 70周年に向けて
P8 物故者、応募コーナー、編集後記

ぼ 国函田目
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全
国
連
合
退
職
校
長
会

第
五
十

一
回
関
東
甲
信
越
地
区
退
職
校
長
会
連
絡
協
議
会

埼
玉
大
会
　
令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日

令
和
四
年
度
全
国
連
合
退
職
校
長

会

。
第
五
十

一
回
関
東
甲
信
越
地
区

退
職
校
長
会
連
絡
協
議
会

。
埼
玉
大

会
が
、
去
る
十
月
二
十
七
日

（木
）

と
二
十
八
日

（金
）
の
二
日
間
、
深

谷
市
の
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

関
東
地
区

一
都
九
県
か
ら
計
五
十

五
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。

東
京
か
ら
は
、
多
田
丈
夫
会
長
、

桐
谷
澄
男
副
会
長
、
岩
谷
榮
子
事
務

局
長
が
参
加
し
た
。

午
後
二
時
に
開
会
式
は
始
ま
り
、

開
催
県
の
埼
玉
県
の
石
田
孝
作
会
長

の
歓
迎
の
挨
拶
、
続

い
て
埼
玉
県
教

育
局
市
町
村
支
援
部
石
井
宏
明
部
長
、

深
谷
市
小
柳
光
春
教
育
長
、
全
国
連

合
退
職
校
長
会
川
井
仁
事
務
局
長

（入
子
祐
三
会
長
代
理
）
の
皆
様
か

ら
心
の
籠

っ
た
挨
拶
が
あ

っ
た
。

以
下
、
「
研
究
協
議
」

の
項
の
み

に
つ
い
て
述
べ
る
。

あ
ら
か
じ
め
協
議
題
の
趣
旨
説
明

が
あ

っ
た
。

【協
議
題
】
「
今
、
退
職
校
長
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
存

在
感
を
高
め
る
組
織
的
活
動

へ
の

取
組
み

―

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
、
会
員
相
互

の
理
解
と
絆
の
深
ま
り
を
目
指
し
て

―
」
で
あ

っ
た
。

【協
議
題
設
定

の
理
由
】
近
年
、
年

金
受
給
年
齢
の
引
き
上
げ
、
六
十
歳

定
年
制
の
年
齢
引
き
上
げ
、
そ
れ
に

伴
う
六
十
四
歳
ま
で
の
無
年
金
に
よ

り
再
雇
用
の
期
間
が
延
長
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に

「
六
十
歳
で
定
年

退
職
す
れ
ば
退
職
校
長
会

へ
入
会
す

る
」
と

い
っ
た
流
れ
も
大
き
く
変

わ

っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
社
会
環
境
に
お
い
て
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
実
施
、
確
定
申

告
の
ス
マ
ホ
に
よ
る
資
料
提
出
、
最

近
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
の
デ
ジ
タ

ル
化
も
検
討
さ
れ
る
等
、
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
今
後
更
に
進
む
と
考
え

ら
れ
る
。
…
中
略
…

そ
こ
で
、
今
後
の
会
員
構
成
の
変

化
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

の
よ
さ
も
生
か
し

つ
つ
、
情
報
伝
達

手
段
、
方
法
、
更
に
は
、
退
職
校
長

会
の
組
織
の
在
り
方
、
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
等
、
諸
課
題
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。

【各
県
報
告
概
要
】

一
都
九
県
と
も
、

会
員
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
各
県
の

報
告
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
都
と

同
様
に
悩
み
と
危
機
感
と
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

以
下
は
東
京
都
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

関
す
る
報
告
の
概
略
で
あ
る
。

地
教
委

・
都
教
委
と
校
長
と
の
デ

ジ
タ
ル
に
よ
る
業
務
連
絡
や
統
計
調

査
等
に
つ
い
て
、
再
任
用
制
度
実
施

以
降
の
若

い
校
長
に
は
、
さ
ほ
ど
ア

レ
ル
ギ
ー
は
な
い
と
思
え
る
。

東
京
都
退
職
校
長
会
で
も
会
長
の

　

・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
三
者
会

　

２一

（会
長

・
総
務
部
担
当
副
会
長

・
事

　

．

務
局
長
）
、
正
副
会
長
会
、
運
営
委

員
会
、
七
十
周
年
式
典
本
部
会
議
な

ど
は
、
も

つ
ぱ
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

会
議
で
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
部
会

や
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
で
も
実
施
が
増
え

て
い
る
。

ま
た
、
事
務
局
長
は
、
支
部
長

（会
）
と
の
連
絡
や
通
知
等
を
含
め
、

大
方
メ
ー
ル
で
済
ま
せ
て
い
る
。

（文
責
　
発
表
者
　
桐
谷
澄
男
）

発表する桐谷澄男副会長

多田丈夫会長と岩谷榮子事務局長
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第
二
回
会
員
研
修
会
報
告

い
き
い
き
人
生
を
目
指
し
て
　
「ち
ぎ
り
絵
を
楽
し
も
う
」

―
色
紙
や
ハ
ガ
キ
に

「か
ら
す
う
り
の
実
」
を
―

一
　

日
時

令
和
四
年
十

一
月
十
八
日

（金
）

午
後

一
時
三
十
分
～
四
時

二
　
会
場

退
職
校
長
会
事
務
局

（湯
島
）

三
　
講
師

米
本
雅
子
氏

（東
京
都
退
職
校
長

会
荒
川
支
部
副
支
部
長
）

四
　
趣
旨

ち
ぎ
り
絵

つ
く
り
を
行
う
こ
と
に

よ

っ
て
、
心
身
の
健
康
保
持
と
増
進
、

豊
か
な
人
生
を
歩
む
糧
と
す
る
。

五
　
ち
ぎ
り
絵
と
は

（講
師
談
）

ち
ぎ
り
絵
と
は
手
す
き
和
紙
を

使

っ
た
作
品
づ
く
り
で
す
。

ハ
サ
ミ

で
切
ら
ず
に
手
で
和
紙
を
ち
ぎ
り
、

の
り
で
貼
り

つ
け
る
だ
け
で
す
。
対

象
物
の
形
、
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
や

色
あ

い
を
よ
く
見
て
、
考
え
、
工
夫

し
、
指
を
動
か
す
の
で
脳
ト
レ
に
も

よ
い
の
で
は
。
ま
た
、
絵
を
描
く
の

と
は
違

っ
た
視
点
で
人
生
を
豊
か
に

拡
げ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

六
　
ち
ぎ
り
絵
作
成

茶
封
筒
に
入

っ
た
、
き
れ
い
に
染

め
ら
れ
た
和
紙
が
配
ら
れ
た
。
各

々

が
そ
の
和
紙
を
机
上
に
広
げ
、
「
か

ら
す
う
り
の
実
」
の
作
成
に
必
要
な

和
紙
を
選
び
、
作
り
姶
め
る
。
早
速

作
り
始
め
る
人
、
慎
重
に
色
紙
を
選

ぶ
人
な
ど
様
々
だ
。
作
り
始
め
も
見

本
を
じ

つ
く
り
眺
め
て
作
る
人
や
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
取
り
掛
か
る
人
も

い
て
個
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
日
常
、

和
紙
を
手
で
ち
ぎ
る
こ
と
は
少
な
い

の
で
新
鮮
だ

っ
た
。

作
成
中
に
、
講
師
の
先
生
が

一
人

ひ
と
り
の
と
こ
ろ
へ
来
ら
れ
て
、
丁

寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ

つ

た
。「色

あ

い
の
良
さ
」
「
形
の
良
さ
」

「
配
置
の
よ
さ
」
な
ど
、
細
か
い
所

を
実
に
丁
寧
に
見

て
く
だ
さ
り
、
励

み
に
な
ら

た
。

作
成
中
は
、
皆
さ
ん
集
中
し
て
声

も
出
な

い
ほ
ど
だ

つ
た
。

徐

々
に
完
成
が
近
く
な
り
、
私
は

他

の
人

の
作
品
が
気
に
な

っ
て
、
見

せ
て
頂

い
た
が
、
素
晴
ら
し

い
作
品

が
で
き
上
が

っ
て
き
て
い
た
。
実
は
、

私

の
作
品
作
り
は
全
然
進
ま
ず
、
宿

題
に
な

っ
て
し
ま

つ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
楽
し

い
研
修
会

に
な
ら

た
ｃ

（生
涯
学
習
部
　
川
和
　
誠

一
）

講師 (右端 )
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饉琴藪令和 4年 秋の叙勲受章会員
~…
ヽ

栄えの受章お祝い申し上げます。 (敬称略 )

瑞宝小綬章

嶋田 利郎

新倉 孝之

露木 昌仙

(3名 )

(練 馬 )

(町  田)

(北多摩北部 )

瑞宝双光章

齊藤美代子

福田 睦男

菅野 俊子

入田 康可

(9名 )

(新 宿 )

(板 橋 )

(葛 飾)

(日  南 )

高田  賢 (北多摩北部 )

藤平 咲雄 (北多摩北部)

四十九院公洋 (千葉西部)

池田久美子 (埼玉県 )

長谷川君子 (神奈川県)

(福利厚生部長 増田 稔)

高齢者叙勲受章会員

栄えの受章お祝い申し上げます。 (敬称略 )
(令和 4年 10月 10日 現在 本部に届けがあった方々)

瑞宝双光章 (2名)  坂本 秀雄 (足 立) 高田  彰 (日  南 )

(福利厚生部長 増田 稔)

保障が充実。

なのにこムダがない

アフラックの医療保険。

じ

LNol
がん保険

医療保険

保有契約件数

ｔ
．
＃

■

・
―

令和元年版 インシュアランス生命保険統計

約4世帯に1世帯がアフラックの保険に加入
(詳細はホームページをご確認ください )

ライフステージの変化に合わせて、

その時々で必要な保障を変えられるため、

ムダなく最適な保障を備えていただけます。

ヽNEWノ

医 療 保 険

‖|
Plime

〈募集代理店〉(アフラックは代理店制度を採用しています)
◎商品の詳細は「バンフレット」「契約概要」などをご確認ください。

三井住友トラスト・ライフパ…トナーズ株式会社 〈引受保険会社) '生 きる」を創る。 アフラック

Af'ac争壺鍵轍西新宿2■
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第217号 東 京 都 退 職 校 長 会 会 報 令和5年 1月 13日

来
年
こ
そ
！
渋
谷
支
部
長
　
大
沼
　
弘

一支
部
だ
よ
り

支
部
総
会
に
は
、
区
長
は
じ
め
ご

来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
区
長
か
ら
は
、

今
の
教
育
行
政
の
現
状
と
と
も
に
今

後
の
方
針
と
展
望
の
お
話
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
中

で
し
た
の
で
、
会
員
だ
け
で
開
催
し

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
区
長
か
ら

の
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
き

っ
と
、
『渋
谷

区
新
し
い
学
校

つ
く
り
整
備
方
針
～

学
校
施
設

の
未
来
像
と
建

て
替
え

ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
～
』
の
お
話
を
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
員
に
と

っ
て
は
関
心
事
で
す
。

区
の
広
報
等
で
知
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
区
長
か
ら
直
に
話
を
聞
く
の

と
は
違

い
が
あ
り
ま
す
。
来
年

こ

そ
―
直
に
お
聞
き
し
た
い
も
の
で
す
。

来
年
こ
そ
―
区
長
を
は
じ
め
ご
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
し
た
総
会
の
開
催

が
で
き
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

支
部
総
会
は
初
夏
に
行

い
ま
し
た
。

大
変
残
念
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を

考
慮
し
、
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え

す
る
こ
と
は
避
け
ま
し
た
。

令
和
５
年
は
本
会
の
創
立
７０
周
年
。

記
念
式
典
の
会
場
は
、
調
布
市
文
化

会
館
の

「
た
づ
く
り
」
で
す
。

令
和
３
年
１２
月
に
多
田
会
長
、
桐

谷
副
会
長
、
宇
津
木
記
念
式
典
委
員

長
、
当
時
の
鈴
木
調
布
支
部
長
と
庶

務
担
当
の
榎
本
も

一
緒
に
長
友
貴
樹

市
長
、
大
和
田
正
治
教
育
長
の
お
二

人
に
ご
挨
拶
に
伺

い
ま
し
た
。
総
会

で
お
会

い
す
る
以
上
に
本
会
や
調
布

支
部
に
つ
い
て
の
ご
理
解
が
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
調
布
支
部
の
喫
緊
の
課
題

は
会
員
の
減
少
で
す
。
た
だ
、
海
外

の
学
校
に
校
長
と
し
て
赴
任
し
て
い

て
も
支
部
に
留
ま

っ
て
い
る
会
員
、

ま
だ
仕
事
を
続
け
て
い
る
会
員
、
住

居
は
他
地
区
で
す
が
、
勤
務
地
の
調

布
に
所
属
し
た
会
員
が
い
ま
す
。

協
力
し
合

い
、
新
た
な
道
を
探

っ

て
い
き
ま
す
。

新
た
な
道
を
探
る

調
布
支
部
長
　
榎
本
　
勉

ご希望のご予算に合わせて

お葬式が執 り行えます

東京都民互助会は、東京都退職校長会 会員福利厚生の一環として

昭和51年 4月 より団体契約によるお葬式サービスを提供しております。

会員ご本人様はもとより、ご家族ご親戚の方々もご利用いただけます。

東 京 都 退 職 校 長 会 会 員の皆 様 ヘ

365日 24時間いつでも迅速対応

諄蓼,0120-849…544

本社 :東京都杉並区上荻3-15-17 営業本部:東京都練馬区北町5-]8-153階 ■L03-3396-7231

従ヽ釧Lieウエルライフ勁b―コ
議東京都民互助会接 深詢に

ホームページ

渕

億
直葬 0家族葬はもちろん ご弔間の多いお葬式まで承ります
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令和5年 1月 13日 東京都 退職校 長会会報 第217号

新

入

会

員

の

声

コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
る
生
徒
た
ち
と

大
田
支
部

柳
　
歓
子

令
和
三
年
度
末
に
退
職
し
、
退
職

校
長
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
は
再
任
用
校
長
と
し
て

大
田
区
立
雪
谷
中
学
校
で
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

私
が
現
在
最
も
課
題
と
感
じ
る
こ

と
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
生
徒
た

ち
が
明
る
い
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

困
難
な
時
代
だ
な
と
感
じ
ま
す
が
、

山
あ
り
谷
あ
り
、
長
く
教
員
生
活
を

送

っ
て
き
た
者
が
、
ど

っ
し
り
構
え
、

生
徒
た
ち
に
多
面
的
な
も
の
の
見
方

を
示
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
切
に
な

っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
、
同
僚
の
皆
様
か
ら
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
生
か
し
、

も
う
少
し
子
ど
も
た
ち
と
、
こ
の
時

代
を
、
頑
張

っ
て
生
き
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

初
め
ま
し
て
、
篠
崎
と
申
し
ま
す
。

今
年
度
、
定
年
退
職
し
、
す
ぐ
に
お

仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
私
は
３７
年
間
の
教
職
人
生
を
歩

ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
着
任
は
、
養

護
学
校
。
採
用
試
験
は
中
学
校
の
理

科
。
教
員
と
し
て
何
を
し
た
ら
良

い

か
も
分
か
ら
ず
子
ど
も
の
前
に
立

っ

た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
に
養
護
学
校
は
特
別
支

援
学
校
に
変
わ
り
、
日
本
は
特
別
支

援
教
育
を
進
め
て
行
く
た
め
の
教
育

改
革
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
障
害
者

の
権
利
及
び
尊
厳
を
保
護
し
、
促
進

す
る
た
め
の
国
際
条
約
で
あ
る
障
害

者
権
利
条
約
に
署
名
。
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
を
目
指
し
た
改
革
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
障
害
を
有
す
る
子
ど

も
達

へ
の
優
し
い
教
育
が
更
に
前
進

し
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
の
中
に
い
た

こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
皆

様
と
共
に
若
者

へ
の
人
材
育
成
に
役

に
立
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

特
殊
教
育
か
ら
特
別
支
援
教
育
ヘ

足
立
支
部
　
篠
崎
　
友
誉

三菱 |■ ■
◇月曜日～土曜日実施しております。
土曜日に限つて第 2・ 4土曜は男性、女性とも実施しております。
(第 1・ 3・ 5土曜日は女性専用日となります。 )
◇上部内視鏡検査 (胃部・食道・十二指■)は、鎮静剤を使用して
実施することも可能です。1日 の実施人数に限りがございますの

で予約時にご■認をお願いいたします。
◇新たにオプション検査を追加いたしました。こ利用お待ちしてお

ります。 (洋錮は人間ドックHPを ご覧ください。 )

鰺

饉

科

目

午前
全科※

※脳神経外科は火・水 (完全予約制)、 小児科は第 2・ 4土曜

午後
科
１
全
■
各科予約専門外来等

※ 2
1 外科
1消化器外科

科
１
全
■

＼

＼

土
(1口 2・ 4)

月 火 水 木 金

MAP

地下鉄 (東京メトロ千代田鑢 )

新御茶 ノ水駅よ り徒歩 5分

当院はJR中央線・総武線・東京メトロ丸ノ内饉 。千代田線の

駅からも近く、通院しやすい好環境に立地しています。

ノ
日団ロ

“
‐口"=~モ ヽ kヽ

1睫歩●2,

クHPを ご菫ください。
.ip/depart/dock)

す。詳しくは人間ドッ

v, HP (hllps: / / www.sanraku.or

三楽病院

交通機関のご案内
JR中央・構鷲鑢口茶ノ水駅
御茶ノ水輌口より徒歩3分

地下鉄 (東京メトロ丸ノ内線 )
御茶ノ水駅より徒歩4分

TEL:03-5282-3331

・11 小児科、脳神経外科を除く
■2 小児科の年後診療は毎月第2水曜のみ (令和5年 2月 より)
★コロナの影響により金曜の夜間診療は令和 4年 12月 現在休診中

【休惨日】日曜、祝日、第1・ 3・ 5土嘔日、年末年始

は、ホームヘージまたはお電話にてこ確認ください

予約がなくても受診いただけます。 11精神 (神経)科の初診を除く
:2火・水曜午前 (完全予約制)

消化器内科 循環器内科 糖尿病・代謝内科
呼吸器内科 小児科 精神 (神経)科・ 1外科
消化器外科 脳神経外科 12整形外科 皮膚科
泌尿器科 産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科

鷹賛異常症 (高鷹血症 )を 中心とした生活口慣病などの19
リニツクで行つています。クリニック惨療体制壺について

.AX:03-3291-6348

炒 薬 病 院
どなたでも
ご利用
いただけます

(公社)東京都

教聴員互助会

(公社 )東京都教職員互助会 三楽病院 東京都千代田区神田臓河台2-5  TEL(03)3292-3981(代 表)
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心
を
一つ
に

繋
こ
う
未
来
ヘ

記
念
式
典
委
員
会

委
員
長
　
宇
津
木
順

一

表
題
は
、
本
会

７０
周
年
記
念
式

典
を
迎
え
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

７０
周
年

の
テ
ー

マ

「
組
織

の
意

思
を
未
来
に
繋
げ

皆
で
祝
う
７０
周

年
」
の
も
と
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
心

を

一
つ
に

繋
ご
う
未
来

へ
」
と
掲

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
言
葉
に
し
、
声
に
出
し
て
い
た

だ

い
て
、
本
会

７０
年

の
歩
み
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
本

会

の
進
展
に
つ
い
て
思

い
を
馳
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
記
念
式
典
委
員
会
で
は
、

令
和
五
年
五
月
十
六
日
の
７０
周
年

記
念
式
典

へ
向
け
て
精
力
的
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
特

に
新
た
な
形
を
加
え
て
の
式
典
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
こ
の
十
年
間
に
逝
去

さ
れ
た
会
員
に
対
し
て
の
追
悼
で

す
。
「追
悼
の
儀
」
と
し
て
、
式
典

開
式
前
に
出
席
者
全
員
で
追
悼
し
、

東
京
都
の
教
育
と
本
会
で
の
ご
貢

献
、
ご
尽
力
に
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た

し
ま
す
。

二
つ
は
、
式
典
次
第
の
中
に

「東

京
都
退
職
校
長
会
十
年

の
歩
み
」

を
加
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
挙
行

の
趣
旨
は
、
本
会

の
活
動
を
支
え

て
来
ら
れ
た
先
達

の
皆
様

へ
の
感

謝
と
と
も
に
、
本
会

の
新
た
な
時

代

へ
向
け
て
の
展
望
を
共
有
す
る

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

十
年
間

の
本
会

の
活
動
を
会
員
皆

様

で
た
ど
り
、
確
認
し
て
、
本
式

典
を
契
機
に
本
会

の
新
た
な
活
動

へ
向
け
て
の
第

一
歩

に
な
る
よ
う

願

っ
て
い
ま
す
。

三

つ
は
、
記
念
講
演

で
す
。
今

ま
で
は
祝
賀
会
を
行

っ
て
き
ま
し

た
が
、

コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
の
開
催

で
も
あ
り
、
記
念
講
演
で
７０
周
年

を
祝
う

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

演
題
は

「
一
中
節
　
伝
統
が
創
る

未
来
　
演
奏
と
お
話
」
、
講
師
は
、

一
中
節
宗
家
十
二
世
　
都

一
中
氏

（三
味
線
）
、　
一
中
節
都
派
家
元

都
了
中
氏

（浄
瑠
璃
）
の
両
氏
で
す
。

多
く

の
先
輩

の
英
知
と
努
力
、

大
変
な
ご
苦
労

の
下
、
今
日
の
本

会

の
活
動
が
あ
る
こ
と
を
７０
周
年

を
機
に
会
員

一
同
で
確
認
し
、
こ

れ
か
ら
の
本
会

の
発
展

の
た
め
共

に
進
ん
で
行
く
決
意
を
共
有
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

貴
重
な
レ
ガ
シ
ー
を
次
代
に

記
念
誌
作
成
委
員
会

委
員
長
　
伊
地
敦
子

本
会
報
の
原
稿
依
頼
の
あ

っ
た
秋

た
け
な
わ
の
候
、
雲
ひ
と

つ
な

い
青

空
で
し
た
が
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ

と
の
戦
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
の
度
の
記
念
誌

へ
の

ご
寄
稿
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
意
欲
帳
る
工
夫
を
重
ね
た
玉

稿
が
、
次
々
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
組
織
を
動
か
す
こ
と

に
腐
心
さ
れ
、
奮
闘
さ
れ
る
姿
に
頭

が
下
が
り
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

本
会
を
支
え
築
き
上
げ
た
貴
重
な

レ
ガ
シ
ー

（歴
史
的
遺
産
）
を
、
次

代
に
繋
げ
る
べ
く
力
を
尽
く
さ
れ
た

熱

い
思
い
を
大
切
に
編
集
し
て
ま

い

り
ま
す
。

会
員
増
強
を
念
頭
に
、
会
員
が
連

絡
し
合
え

る
環
境
づ
く
り
を

モ

ッ

ト
ー
に
、
メ
ー
ル
連
絡
、
Ｚ
０
０
Ｍ

会
議
を
中
心
に
情
報
交
換
等
を
心
が

け
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
図

っ
て
い
る
支

部
の
ご
努
力
。
ま
た
、
記
念
式
典
当

日
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
推
薦
し
て
く
だ

さ

っ
た
支
部
の
協
力
。
こ
う
し
た
ご

努
力
、
ご
支
援
に
敬
意
を
表
す
る
と

共
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
に
残
る
記
念
事
業
に
向
け
て

記
念
特
別
事
業
委
員
会

委
員
長
　
一早
野

一
紀

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
の
委
員
会
で
は
、
会
の
将

来
の
発
展
に
つ
な
が
る
７０
周
年
記
念

事
業
の
実
施
を
目
指
し
、
会
の
内
外

か
ら
協
賛
金
を
募
る
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
外
部
の
約
８０
の
関

連
団
体
に
協
賛
の
依
頼
状
を
発
送
し

ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
か
ら
も
協

賛
金
を
募
る
と

い
う

の
は
、
異
例
の

取
組

で
あ
り
、
驚

か
れ
た
方
も
多

か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
取
組
の
趣
旨

に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
支
部
長
の
先
生
方

に
は
た
い
へ
ん
ご
努
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

集
計
は
こ
れ
か
ら
に
な
り
ま
す
が

集
ま

っ
た
金
額
の
多
寡
が
問
題
で
は

な
く
、
会
員
の
心
を

一
つ
に
し
て
の

こ
の
取
組
が
、
記
念
事
業
の
み
な
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
の
会

の
活
動
の
活
性

化
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
の
善
意
で
あ
る
協
賛
金
は
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力

に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
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（福
利
厚
生
部
長
　
増
田
　
稔
）

短

歌

○
朝
の
陽
に
髪
光
ら
せ
て
子
ど
も
ら
が

地
面
に
映
る
影
絵
で
遊
ぶ

○
子
ど
も
ら
の
映
す
影
姿
長
く
な
り

陽
射
し
弱
ま
り
冬
の
気
配
満
ち
来
る

中
野
支
部
　
田
中
弘
志

《短
歌
ク
ラ
ブ
の
メ
ダ
カ
会
か
ら
の
寄
稿
》

○
沿
道
に
立
ち
て
応
援
す
る
人
は

宮
の
下
で
は
走
者
の
名
を
呼
ぶ

○
十
五
分
歩

い
て
足
の
む
く
み
と
れ

健
や
か
な
ら
む
叔
母
は
百
歳

神
奈
川
県
支
部
　
立
花
徳
子

○
暴
言
に
腹
立
ち
た
る
が
地
を
踏
み
て

窓
に
息
は
き
相
手
を
見
つ
む

○
傘
を
打

つ
雨
粒
重
し
青
山
の

い
ち
ょ
う
並
木
の
下
に
た
た
づ
む

武
蔵
野

・
三
鷹
支
部
　
岩
井
昭

○
正
月
に

一
族
集
ま
り
宴
を
す

立
身
出
世
は
夢
の
ま
ま
で
も

○
開
国
の
歴
史
を
語
る
資
料
館

幕
末
の
志
士
セ
ピ
ア
に
染
ま
る

し
て　
　
　
　
北
支
部
　
根
岸
美
智
子

○
紙
垂
ゆ
れ
て
震
え
お
の
の
き
祈
り
し
は

立
山
雄
山
社
殿
は
孤
高

○
庭
先
の
み
か
ん
の
周
り
飛
び
交

い
し

メ
ジ
ロ
の
番
ち

っ
ち

っ
と
鳴
き
て

千
葉
西
部
支
部
　
野
村
良
子

《
西
多
摩
支
部
短
歌
会
か
ら
の
寄
稿
》

○
初
詣
零
時
を
期
し
て
柏
手
を

打

つ
音
冴
え
る
人
波
を
超
え

○
出
初
式
微
動
だ
に
せ
ぬ
団
員
の

頭
上
に
ひ
び
く
号
令
の
声
宇
津
木
順

一

○
戸
を
繰
れ
ば
飛
び
込
ん
で
く
る
ハ
ゼ
の
朱

借
景
な
れ
ど
あ
あ
清
々
し

○
固
く
か
た
く
握
り
し
め
た
る
拳
よ
り

こ
ぼ
れ
死
に
ゆ
く
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍

高
橋
和
子

○
お
茶
の
実
が
膨
ら
む
頃
を
待
ち
わ
び
て

肥
後
守
で
作
る
篠
鉄
砲

○
木
枯
ら
し
の
吹

い
た
翌
朝
秋
川
の

川
面
を
流
る
落
葉
い
ろ
い
ろ
宮
崎
慶

一

編

集

後

記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
会
は

『歴
史
的
な
新
年
』
を
迎

え
ま
し
た
。

ひ
と
つ
に
創
立
７０
周
年
を
迎
え
る
こ

と
で
す
。
そ
の
意
義
を
多
田
会
長
が
巻

頭
言
で
語

っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
に
、
長
び
く
コ
ロ
ナ
禍

に
も
め
げ
ず
奮
闘
し
続
け
る
本
会
が
新

し
い
道
を
改
め
て

一
歩
踏
み
出
そ
う
と

す
る
年
な
の
で
す
。
本
号
所
収
の

「
来

年
こ
そ
―
」
、
「新
た
な
道
を
探
る
」
と

語
る
支
部
だ
よ
り
が
印
象
的
で
す
。

お
わ
り
に
お
礼
で
す
。

本
号
の
編
集
作
業
真

っ
只
中
の
十

一

月
十
五
日
の
報
道
、
「
東
京
都
の
陽
性

者

一
万

一
千
百
九
十
六
人
、
ニ
カ
月
ぶ

り
の

一
万
人
超
え
で
す
。
」
に
部
員

一

同
は
驚
き
な
が
ら
も
粛
々
と
作
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
の
執
筆
協
力
や
激
励
が
あ
れ
ば
こ
そ

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（梅
津
通
郎
）
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